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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 19 年 4 月 27 日に公表した平成 19 年 11 月期（平成 18 年 12 月 1 日

～平成 19年 11 月 30 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１． 平成 19年 11 月期の連結業績予想の修正 

(1) 平成 19年 11 月通期 連結業績予想                    （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 9,600 565 520 210 3,538.37円 

今回修正予想(Ｂ) 9,100 370 310 △85 △1,429.34円 

 増減額(Ｂ－Ａ) △500 △195 △210 △295 △4,967.71円 

増減率(％) △5.2％ △34.5％ △40.4％ － － 

 

(2) 業績予想の修正の理由 

 売上高は、業績予想に対して 500 百万円減の 9,100 百万となる見通しであります。この要因は、

主力事業であるとらふぐ料理専門店「玄品ふぐ」が猛暑等により、夏季における店舗業績が例年に

比較しても予想外に低迷したことによる影響が 200 百万円、フランチャイズ店舗の加盟開発及び出

店が計画に対し未達となったことによる影響が 100 百万円、新規業態の出店が当初計画より遅延し

たことによる影響が 100 百万円、連結子会社である株式会社カネジ（以下、「カネジ」という。）の

売上低下による影響が 100 百万となっております。 

 

 営業利益は、カネジについてコストダウンにより計画対比で 45百万円の利益増となる見通しです

が、「玄品ふぐ」の夏季における店舗業績低迷及び新規出店に伴う出店費用により 160 百万円、新規

業態の開発費用及び出店費用により 80 百万円などの影響により業績予想に対して 195 百万円減の

370 百万円、経常利益は、出店に伴う設備投資及びＭ＆Ａによって借入金が増加したことに伴う金利

負担増 15百万などの影響により、業績予想に対して 210 百万円減の 310 百万となる見通しでありま

す。 

 

  当期純利益については、業績予想に織り込んでいなかった以下の事項が発生いたしました。 



当社は、同日開示したとおり、サッポロビール株式会社（以下、「サッポロビール」という。）と

資本業務提携に関して基本合意いたしました。このことにより、現在、当社が主売契約書を締結し

ているアサヒビール株式会社より、これまで収受している主売契約金の一部返還等、解約に伴う負

担額が発生することとなり、当期において当該負担見込額 150 百万円を特別損失として計上する見

込みであります。また、サッポロビールとは、今後主売契約を締結すべく条件等について協議を行

う予定ではありますが、主売契約金については契約に応じて収益として計上することとなっており、

当期中にはサッポロビールからの主売契約金が収益に計上される見込みはありません。以上の結果、

当期におきましては、当期純損失 85百万円が計上される見通しとなっております。 

 

 

２．平成 19年 11 月期の個別業績予想の修正 

(1) 平成 19年 11 月通期 個別業績予想                    （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 7,600 535 495 180 3,032.89円 

今回修正予想(Ｂ) 7,200 295 240 △120 △2,017.89円 

 増減額(Ｂ－Ａ) △400 △240 △255 △300 △5,050.78円 

増減率(％) △5.3％ △44.9％ △51.5％ － － 

(ご参考) 

前期実績（平成18年11月期） 
6,908 403 371 190 3,333.14円 

 

(2) 業績予想の修正の理由 

  連結業績予想の修正の理由として記載いたしましたとおり、主力事業であるとらふぐ料理専門店

「玄品ふぐ」の夏季における店舗業績が予想外に低迷したこと、フランチャイズ店舗の加盟開発及

び出店が計画に対し未達となったこと、新規業態の出店が当初計画より遅延したこと、出店に伴う

設備投資及びＭ＆Ａによって借入金が増加したこと等により、売上高は業績予想に対して 400 百万

円減の 7,200 百万円、営業利益は 240 百万円減の 295 百万円、経常利益は 255 百万円減の 240 百万

円となる見通しであります。 

  また、連結業績予想の修正の理由として記載いたしましたとおり、サッポロビールとの資本業務

提携に関する基本合意に伴いアサヒビール株式会社の主売契約金の一部返還等、解約に伴う負担額

に関して特別損失として計上する見込みとなったため、当期純損失 120 百万円が計上される見通し

となっております。 

 

 

以 上 


